
施 設 名

管 理 者 名 指定期間 ～

新潟市主管課

所 在 地 区 名 住 所

根 拠 法 令

設 置 条 例

視 点 実績 評価

・月２回
・月２回

Ｂ

１０８,２６２人 Ｃ

アリーナ80.2%
剣道場55.9%

A

年135回 A

教室95.0％
施設91.2％

A

1,065コマ
12,852人

A

延床面積　　　　　  4,823㎡

構造　　　　　　鉄筋コンクリート造２階建・一部鉄骨造

主要施設　　　　アリーナ（バスケットボール２面／バレーボール２面

　　　　　　　　ランニングコース　（１周　１８０m）

　　　　　　　　　　　　　卓球台２４台／バドミントン８面）

                芝生広場，駐車場（142台，障がい者用・6台），駐輪場

（３）利用者の意見及び要望を管理運営に反映させること。

（７）法令を遵守し施設の管理運営を適切に行うこと。

施 設 設 置 目 的

（４）利用者に対し，安全で快適な環境を提供すること。

（５）新潟市個人情報保護条例に基づき，個人情報の保護を徹底するとともに，業務上知り得た情報につ

　　　いて守秘義務を遵守すること。

（６）効率的かつ効果的な管理運営を行い経費削減に努めること。

公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

江南区

スポーツ基本法

新潟市体育施設条例

新潟市横越総合体育館（プールなし）

新潟市開発公社グループ 平成26年4月1日

（１）新潟市体育施設条例（以下「条例」という。）に基づき，スポーツの普及及び振興を図り市民の

　　　心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与するよう管理運営を行うこと。

（２）公の施設管理運営の責務を認識して管理運営を行うとともに，住民サービスの向上や平等利用を確

　　　保すること。

スポーツの普及振興を図り，市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与することを目的として設
置。

平成31年3月31日

新潟市江南区いぶき野１丁目１番１号

江南区 地域課　

　　　　　　　　トレーニングルーム（トレーニング機器各種）

　　　　　　　　剣道場（２６３㎡）

竣工年月日　　　平成６年１２月１日

敷地面積　　　　17,207.83㎡

建築面積　　　　　  4,068㎡

共通定期などの影響を受けた。次
年度は現状をふまえた目標設定を
する。

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

（８）指定管理者制度を理解し，実践すること。

評価コメント評価指標

・アリーナ　７５％以上　剣道場５０％以
上　*上記自主事業含む

評価項目

広報の充実

基準利用者数の達成

基準稼働率の達成
目標値を大きく達成したこ
とは高く評価できる。

概ね目標値を達成したこと
は評価できる。指定管理
者のHP等を活用した情報
発信の充実を望む。

・月間ホームページ等による情報提供更
新１回以上
・施設利用者への広報誌・情報誌・チラ
シ等の発行　月１回以上

教室のコマ数、参加者ともに目標値
を大きく達成したことは高く評価でき
る。今後も利用者ニーズに応えられ
る教室展開を望む。

教室参加、施設への満足度でどち
らも目標値を大きく達成したことは
高く評価できる。

各種サービス別満足度
利用者アンケートで満足度　5段階中３
以上が７０％以上
(教室参加満足度・施設利用者満足度）

目標値を大きく達成したこ
とは高く評価できる。

・年１１５，０００人以上

施 設 概 要

市 民
トレーニングルーム初回者講習
会の実施

・週２回以上

・設置目的に合致した教室　（年間）５００
コマ以上実施
・教室参加者　年間　延10,000人以上

スポーツ教室の・事業等の実施

　　　　　　　　観覧席　固定５００席　・会議室・ミーティングルーム・健康相談室等



適切 Ｂ

9,719,455円 Ｃ

日除けの設置 Ｂ

382円 Ｂ

原則週１回館
長会議を実施

Ｂ

職員名簿によ
る

Ｂ

適切 C

適切 Ｂ

適切 Ｂ

管理業務マ
ニュアル保有
消防訓練年２
回実施

Ｂ

管理業務マ
ニュアル保有

C

亀田まつり Ｂ

１回実施 Ｂ

適切 Ｂ

職員名簿参照 Ｂ

業務用５回
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ１５回

A

適切 Ｂ

使用料の大幅な改定に備え、事前に入念な準備・告知をしたため、トラブルやエラーはなかった。ただ、利用者数は目標値を下
回り（特に個人利用者においては、トレマシン２台を新規設置したものの大幅減）、施設使用料収入も昨年度を上回ったものの、
目標値には達成しなかった。今年度は、離れていったお客様を取り戻すため、新規の受講生にむけたスポーツ教室ＰＲの工夫
他、ソフト面の充実を図り、スタッフ一丸となっての管理運営を目指したい。

知識や技能の向上
・業務用研修を１回以上実施
・トレーニング指導に関するスキルアップ
研修を年３回以上実施

地域連携・協力イベント等実施
回数

・年1回以上
横越地区の活動に積極的
な協力を望む。

配置職員条件の充足
・業務基準書で定める以上の必要な資
格や経験を有する職員を配置

必要な資格・経験を有する
職員を配置している。

業 務

人 材

〆切は遵守されていたが、事故、ク
レーム、日常連絡の報告体制を改
善することを望む。

財 務

市の収入

業務の効率化
・施設利用者１人あたりのコスト４００円
以下

目標値を概ね達成してい
る。

改善勧告時の対応の迅速さ・適
切さ

事件・事故発生時の対応の適
切さ

日常連絡の適切さ
・事故報告は，発見より３０分以内
・重クレーム報告は１時間以内
・市からの質問事項等の〆切厳守

・事件・事故対応マニュアルの作成や連
絡体制の整備
・補償を伴う重大事故発生件数　0件

概ね評価できる。

日除けの設置や節電など
の取り組みは評価できる。

・省エネ及び環境に配慮した取り組みの
実施

・施設使用料収入　年11,474,000円以上
利用者の大幅な減少が使用料収入
の減少に繋がった。利用者を増や
す取り組みに期待する。

改善指導なし。

安全確保体制が確立され
ている。

・業務基準書等に定める事項の遵守

重大な事故発生はない
が、事件・事故報告時の連
絡体制を改善する必要が
ある。

・改善内容に応じて軽易のもの即日。時
間を要するものは1週間以内に対応改善

・コンプライアンス研修年１回以上実施 概ね達成している。

指定日時までに提出され
ている。

・苦情・要望は，14日以内に回答

・他施設との連携会議を月1回以上開催

館長会議や区とのミーティング参加
など多方面と連携が図られたことは
評価できる。館内の職員間で情報
共有がさらに図られることを望む。

他施設等の連携に関する理解

業務基準書等に定める事項の遵守

苦情・要望に関する対応

管理運営経費の削減

人員計画の合理性妥当性
・業務基準書に定める以上の各種人員
を配置

区の求める業務基準を概
ね理解し業務を遂行して
いる。

・労働関係法令の遵守 適切に遵守されている。

概ね達成している。

利用者数・使用料収入が減少したが、教室・施設への満足度は高い水準を維持していることは評価できる。次年度以降も利用者
ニーズに応えた教室展開や、共同事業体という強みを生かしたPR、ソフト面の充実を期待する。また、関係機関への情報共有に
努めること・職員間の連携を深め、より良い施設運営になることを望む。

指定管理者記載欄（アピールしたい事項・未達成項目への改善策等）

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （所 見）

目標以上の研修を行い、
人材育成・技能向上に努
めたことは高く評価でき
る。

事業計画・事業報告の適切さ
・事業計画書・事業報告書提出の〆切
厳守

安全責任者の配置と安全確保
体制の確立

・安全責任者の配置の有無
・安全確保体制の確立の有無
・防災訓練を年2回以上実施

関係法令の遵守

労働基準の充足

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている

Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない


